
人との出会いを大切に、感動ある活動をめざそう！
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「働く者を軸とする安心社会」を目指す上で欠かせ
ないものと考えます。
そのような中、今夏には参議院議員選挙が施行

されます。統一地方選挙同様、厳しい戦いが予想
されますが、万全の準備活動を展開し、候補者全
員の勝利を果たさなければなりません。我々の声
を国政に反映させるためにも絶対に負けられない
戦いでありますので、引き続き、皆様のご支援を
心よりお願い申し上げます。
最後に、私たちの願いは、すべての働く者の雇

用と生活の安定、更には平和で安心・安全な社会
の実現です。2016春季生活闘争の勝利、政策制度
要求の実現など、今年も連合長崎地協の総力を結
集し、意義ある活動を行っていきたいと思います。
この一年が、皆様にとって健やかで輝かしい一

年となりますことを祈念申し上げ、新年のあいさ
つといたします。

新年明けましておめでと
うございます。
連合長崎地協構成組織の

組合員の皆様に於かれまし
ては、ご家族お揃いで幸多
き新春をお迎えのこととお
慶び申し上げます。
旧年中は長崎地協の諸活

動に対しまして、多大なる
ご支援・ご協力を賜り、厚
くお礼申し上げます。

とりわけ昨年４月に施行されました統一地方選
挙におきまして、皆様方のお力添えをいただき誠
にありがとうございました。残念ながら完全勝利
とはなりませんでしたが、この反省をしっかりと
次回に繋げていきたいと思います。
政治活動は、活動方針の大きな柱であります政

策制度要求の実現に向けた重要な取り組みであり、

連合長崎地域協議会
議 長  酒 井  　隆

2016年元旦
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連合長崎地協に集う組合員の皆さま、新年あけましておめでとうございます。
昨年の長崎市議会議員選挙では、皆さまからご支援を頂いた推薦議員の当選により、

市民クラブとして十一名の最大会派としてスタートすることができました。組合員皆
さまに心からお礼申し上げます。
さて昨年は、新市庁舎の建設、公会堂の移転先を含めた県庁跡地の活用、長崎駅西

側の交流拠点施設など、多くの宿題を残した一年でした。また、年末にはフリーゲー
ジトレインの開発遅延という問題も明らかになりました。
今年は、これらの大型事業が一挙に動き出す一年になりそうです。私たち市民クラ

ブは、市議会の最大会派として、これら大型事業はもちろん、労働者の代表として福
祉や健康、子育てを含めた「住みよいまちづくり」を目指してまいります。
今年一年、組合員皆さまのご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、新年のご挨拶といた

します。

労働者の代表として議会をリード

長崎市議会「市民クラブ」
代 表 野口達也

q 2016年度連合長崎地協年間大綱スケジュール q

労働者の代表として議会をリード
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12月21日（月）、連合長崎地協は長崎市議会市民クラブと共に、長崎市役所において15分野36項目にわたる
「2016年度政策制度」に関する要求書を田上富久長崎市長に手渡しました。冒頭、酒井議長から、「この要求書
は、我々働くものをはじめとして、長崎市民の声である。市民の生活向上は労働組合、市民はもちろん、長崎
市としても同じ思いだと思うので、趣旨をご理解の上ご対応をお願いしたい。」と述べました。続いて芳川事務
局長より、要請書の概要・趣旨について説明しました。
田上市長からは長崎市の来年度の取り組みについて説明を受け、「来年度は地方創生がひとつの大きなテーマ
になる。これは人口減少が進む中、国に主導されずとも各地方で考えていくべき課題である。総合戦略を今年
度中に策定することにしているが、産学官金労言（労：労働組合）に加え市民の声を聴きながら組み立ててい
る最中である。地方に住む人、地方の企業、そこを基盤として活動をしている人たちが当事者として取り組め
るかが最大のポイントである。連合長崎地協が常に当事者として取り組んでいただいていることに感謝してお
り、来年からの地方創生の動きの中でもそれぞれの立場でご参画をいただきたい。」と述べられました。
その後、交通政策や地方行政政策等について意見交換を行いました。要求書に対する長崎市からの回答は２
月上旬予定です。

『2016年度政策制度』要求書を提出

要求内容（一部抜粋）
・未来を担う若年者の県外流出防止策の取り組みを更に強化・推進すること。併せて、県内ＵIターン
者への地場産業への雇用の場を提供すると共に、企業誘致や雇用の働きかけを県と連携を図り推進
すること。

・雇用の安定と賃金水準の底上げをはかるため、長崎市内企業の引率者でもある市が率先し正規職員
の雇用拡大をはかること。また、臨時・非常勤等職員の正規登用制度を検討すること。

・市民の重要な個人情報が不正取得されることを防止するため、戸籍・住民票を第三者が取得した場
合に本人へ通知する制度（本人通知制度（登録型））を導入すること。
・平成28（2016）年夏の参議院議員選挙より選挙権年齢が18歳以上に引き下げられることに伴い、若
年層を中心に全年代の投票率向上に向け、実効性のある啓発活動、環境整備を行うこと。



連合「愛のカンパ」地域助成団体募集
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12月３日（木）18:30～九州労働金庫長崎支店（長崎市川口町）にて召集代議員52名中38名の出席で長崎地区
労福協第23回総会を開催しました。主催者代表として酒井会長、来賓として県労福協の桝田事務局長の挨拶の
後、報告事項として2014年度経過・決算報告、審議事項として2015年度活動方針、予算、役員改選の提案を行
い、全ての議案について満場一致で決定・確認されました。また、総会終了後に第１回ライフプランセミナー
として、労金・全労済より取り組みの紹介を行いました。

長崎地区労働者福祉協議会第23回総会

【2015年度役員体制】
会　　長　　酒井　　隆（連合長崎地協）
副 会 長　　平野　忠司（長崎地区労）
〃 松尾　憲一（同盟友愛連絡会）
〃 桜井　健一（中連懇話会）
〃 松尾　道太（九州労金）
〃 金澤　宏和（全労済）

事務局長　　芳川孝太郎（連合長崎地協）
事務局次長 加世田和志（長崎地区労）
〃 中山　好文（同盟友愛連絡会）
〃 川田　隆往（中連懇話会）

会計監査　　山辺　　等（九州労金）
〃 谷崎　俊彦（全労済）

長崎地区労働者福祉協議会第23回総会

連合「愛のカンパ」地域助成団体募集
「連合・愛のカンパ」とは
「連合・愛のカンパ」は、人道主義の立場から「自由、平等、公正で平和な世界の実現」に向け、社会貢
献活動として取り組むものであり、NGO・NPO団体等の事業・プログラムへの支援、および自然災害等によ
る被災者に対する救援・支援を目的としています。

対象となる活動
○大規模災害などの救援・支援活動　　○戦争や紛争による難民救済などの活動
○人権救済活動　　○地球環境保全活動　　○ハンディキャップをもった人たちの活動
○教育・文化などの子どもの健全育成活動　　○医療や福祉などの活動
○地域コミュニティー活動　　○生活困窮者自立支援

募集期間
○2016年１月１日（金）～　３月31日（木）

お問い合わせ
○詳細な内容、必要書類等は、連合長崎ホームページをご覧ください。
○不明な点等は連合長崎までお問い合わせ下さい。

連合長崎　担当　増本　TEL ０９５－８２６－８９０５
○各組織での募集・集約方法については、各組織担当者へお問い合わせ下さい。


